
 資料２ 

令和６年度「ひがし歴活」関連事業について 

 

１．ひがし歴活（ひがし歴史発掘活動グループ）事業目的 

次世代を担うこどもたちを中心とした区民の方々に、郷土にある歴史的魅力を再確認してもらうこと

で、郷土への愛着が広がるきっかけとする。 

 

２．東区かるたの配付について 

発注数：1,000個 

○確定使用分 

・事務局使用分 約 100個 

（読み句採用者賞品、構成員配付、図書館等献本、社協等配付、区民向け貸出用、普及活動用、等） 

 

○配付先（案） 

・区内小学校 

公立小学校９校及びはつしば学園小学校 

※配付数については今後、小学校と調整（数百個を想定） 

・各校区自治会 

・児童福祉施設等 

・自治会、子ども会等の地域団体（申込制・先着・各団体あたり個数は残数に応じ調整） 

※地域で活用を希望される場合は、区役所での貸出も可。 

 

３．第１９回東区民まつりでの展開について（案） 

（１）東区かるた体験会：資料３参照 

（２）かるたマップ展示 

大阪公立大学 高木先生の協力をいただき、区の地図にかるたを落とし込んだマップを作成 

 

４．かるたの普及活動について 

かるたの認知度向上を目的に、区役所や公共施設等での関連展示を検討中 

 

５．東区かるたスタンプラリーの整備、モデルコースでのイベント実施について（案） 

スタンプラリーアプリを活用し、スマホの位置情報でいつでも「東区かるたスタンプラリー」を利用

できるようにする。 

（東区区民会議で製作した「わくわく散策マップ」を踏襲したコースを想定） 

 

モデルコース１つで、スポットごとでの解説を含めたスタンプラリーイベントを実施 

各スポットでの解説方法、解説内容については今後検討 

秋ごろの実施をめざす 

 


